
生
神
女
「
神
を
生
み
た
る
女
」（
飜
譯
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
田 

友 

東
方
正
敎
會
（
ギ
リ
シ
ア
正
敎
・
ロ
シ
ヤ
正
敎
）
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
は
異
な
る
敎
義
あ
る
に
注

目
せ
ら
る
。
本
稿
は
、
イ
エ
ス
の
御
母
マ
リ
ヤ
に
對
す
る
正
敎
會
信
仰
を
解
説
し
た
る
英
文
記
事
を
見
出
し
た
る
に
よ
り

て
、
徵
力
な
が
ら
邦
譯
仕
れ
る
所
な
り
。
原
文
は
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
に
て
、「M

ary, m
o

th
er o

f G
o

d
 
  W

ik
ip

ed
ia

」
を

檢
索
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
に
て
、E

astern
 O

rth
o

d
o

x

な
る
項
を
捜
さ
せ
た
ま
へ
。 

な
ほ
、「
東
方
正
敎
會
」
を
「
ハ
リ
ス
ト
ス
正
敎
會
」
と
呼
稱
す
る
あ
り
。「
ハ
リ
ス
ト
ス
」
と
は
「
キ
リ
ス
ト
」
の
謂
ひ

な
り
。 

 

東
方
正
敎
會
に
て
は
、「
永え

い

貞て
い

童
女

ど
う
じ
よ

マ
リ
ヤ
」（E

ver-V
irg

in
 M

ary)
」
す
な
は
ち
「
テ
オ
ト
コ
ス
」（
生

し
や
う

神
女

し
ん
じ
よT

h
eo

to
k
o

s

〈
希
〉
／
「
神
を
生
み
た
る
女
」
の
謂
ひ
）
を
讚た

た

ふ
る
傳
説
尠

す
く
な

か
ら
ず
。
正
敎
會
信
徒

は
、
マ
リ
ヤ
は
「
ハ
リ
ス
ト
ス
」（
基
督
）
の
生
誕
以
前
は
言
ふ
に
及
ば
ず
、
そ
の
後
も
生
涯
處
女
な
り

し
と
信
じ
て
已
む
こ
と
な
し
。
一
方
、「
テ
オ
ト
キ
ヤ
」(T

h
eo

to
k
ia)

と
は
「
テ
オ
ト
コ
ス
」
に
捧
ぐ
る

讚
美
歌
の
謂
ひ
な
り
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
に
該あ

た

る
を
東
方
敎
會
に
て
は
「
リ
ト
ゥ
ル
ギ
ヤ
」(litu

rg
y)

と
稱と

な

ふ
れ
ど
、「
リ
ト
ゥ
ル
ギ
ヤ
」
の
儀
禮
は
「
テ
オ
ト
キ
ヤ
」
を
以
て
始
ま
り
、「
テ
オ
ト
キ
ヤ
」
を
以

て
終
る
。
而
し
て
、「
リ
ト
ゥ
ル
ギ
ヤ
」
に
於
て
「
テ
オ
ト
キ
ヤ
」
の
此か

く

も
重
ん
ぜ
ら
る
る
を
見
れ
ば
、

正
敎
會
に
て
、「
ハ
リ
ス
ト
ス
」（
基
督
）
の
次
席
に
あ
る
は
「
テ
オ
ト
コ
ス
」
な
り
と
ぞ
自お

の

づ
か
ら
知
ら

る
る
所
な
る
。
正
敎
會
の
傳
統
に
て
は
、
聖
人
の
序
列
、
し
か
と
定
ま
り
て
あ
り
。
ま
づ
は
「
テ
オ
ト
コ

ス
」、
次
で
天
使
、
預
言
者
、
使
徒
、
敎
父
お
よ
び
殉
敎
者
な
り
。「
テ
オ
ト
コ
ス
」
は
天
使
の
上
位
に
あ

り
。
こ
れ
に
よ
り
て
、「
天
使
の
女
王
」（th

e L
ad

y o
f th

e an
g

els

）
と
の
異
名
あ
り
。 

  

正
敎
會
の
マ
リ
ヤ
觀
を
形
成
す
る
に
當
り
て
は
、
今
な
ほ
敎
會
敎
父
の
見
解
、
疎
か
な
ら
ざ
る
比
重
を

占
む
。
然
り
と
雖
も
、
正
敎
會
の
マ
リ
ヤ
に
對
す
る
見
解
は
、
そ
の
理
を
窮
む
る
に
は
あ
ら
で
、
大
半
こ

れ
を
讚
美
す
る
に
と
ど
ま
る
。
す
な
は
ち
讚
美
歌
、
頌
榮
、「
リ
ト
ゥ
ル
ギ
ヤ
」
の
樂
府

が

ふ

お
よ
び
「
イ
コ



ン
」（
聖
像
）
崇
拜
に
現
は
る
る
所
な
り
。
讚
美
歌
の
う
ち
に
て
、「
ハ
リ
ス
ト
ス
」、
聖
人
、
祭
典
抔な

ど

を

讚
ふ
る
を
「
ア
カ
シ
ス
ト
」(A

k
ath

ists)

と
申
す
な
れ
ど
、「
ア
カ
シ
ス
ト
」
の
中
に
て
二
な
く
愛
で
ら
る

る
は
マ
リ
ヤ
に
捧
げ
ら
れ
た
る
歌
に
し
て
、
さ
は
た
だ
に
「
ア
カ
シ
ス
ト
の
讚
美
歌
」
と
呼
ば
る
る
が
常

な
り
。
正
敎
會
の
主
た
る
祭
典
は
十
二
を
數
ふ
る
が
、
其
の
う
ち
五
祭
典
は
マ
リ
ヤ
の
御
爲
に
あ
り
。
正

敎
會
の
日
曜
式
典
に
て
は
、「
童
貞
女
マ
リ
ヤ
」(T

h
e V

irg
in

 M
ary)

の
「
神
の
母
」(M

o
th

er o
f G

o
d

)

た
る
を
「
イ
コ
ン
」
崇
拜
を
以
て
顯
彰
す
。
正
敎
會
の
祭
典
に
も
、「
テ
オ
ト
コ
ス
」
の
奇
蹟
の
「
イ
コ

ン
」
を
崇
む
る
の
段
、
甚
だ
多
し
。 

  

正
敎
會
は
マ
リ
ヤ
を
「
創
造
せ
ら
れ
た
る
所
有

あ

ら

ゆ
る
存
在
の
う
ち
に
て
最
も
優
れ
た
る
者
」
な
れ
ど
、

神
性
を
具そ

な

へ
給
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
と
定
義
す
。

然

則

し
か
ら
ば
す
な
は
ち

、
マ
リ
ヤ
に
「
聖
」
を
附
し
て
、「
聖
マ
リ
ヤ
」

(S
ain

t M
ary)

と
呼
び
奉
る
は
穏
當
な
ら
ず
。（
譯
者
註
：
通
常
の
聖
人
と
は
異
な
る
が
ゆ
ゑ
に
「
聖
」
を
冠
す
る
は

適
切
な
ら
ず
と
の
謂
ひ
な
ら
ん
） 

正
敎
會
は
「
無
原
罪
の
御
宿
り
」
を
認
定
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
り
て
マ
リ
ヤ

を
崇
拜
す
る
の
儀
は
な
し
。（
譯
者
註
：
カ
ト
リ
ッ
ク
に
て
は
聖
母
、
原
罪
を
負
は
ず
し
て
母
ア
ン
ナ
の
胎
內
に
入
り

給
へ
り
と
す
。
す
な
は
ち
無
原
罪
の
御
宿
り
な
り
。
な
ほ
、
正
敎
會
に
て
は
、「
聖
母
」
の
呼
稱
な
く
、
「
生
神
女
」
と
呼
び

奉
る
） 

ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
（
小
ア
ジ
ア
・
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
地
名
）
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
は
、
四
世
紀
コ
ン
ス
タ

ン
デ
ィ
ノ
ー
ポ
リ
の
大
主
敎
な
れ
ど
、「
イ
イ
ス
ス
・
ハ
リ
ス
ト
ス
」（
耶
蘇
基
督
）
の
降
誕
に
觸
れ
て
議
す

る
に
「
イ
イ
ス
ス
は
乙
女
に
よ
り
て
懷
胎
せ
ら
れ
た
り
。
乙
女
は
ま
づ
は
聖
神
（
聖
靈H

o
ly G

h
o

st

）
に

よ
り
て
身
體
と
靈
魂
と
を
淨
め
ら
る
。
淨
め
ら
れ
た
る
乙
女
よ
り
出
生
し
た
る
に
よ
り
て
、
イ
イ
ス
ス
は

神
た
り
。
而
し
て
一
身
の
う
ち
に
肉
と
靈
と
の
特
性
を
具そ

な

へ
、
靈
に
よ
り
て
肉
は
昇
華
せ
ら
る
。
正
敎
會

は
被
昇
天
に
あ
ら
で
「
生
神
女
就
寢
祭
」
を
祝
ふ
。（
譯
者
註
：
カ
ト
リ
ッ
ク
に
て
は
聖
母
は
い
ま
だ
生
命
あ
る
に

其
の
身
體
天
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
と
す
る
も
、
正
敎
會
に
て
は
、
死
し
て
後
、
魂
の
み
天
に
昇
り
た
り
と
爲
す
。
息
を
引

き
取
り
給
へ
る
を
「
就
寢
」
な
り
と
し
之
を
祭
日
と
す
） 

「
イ
ア
コ
ブ
の
原
福
音
書
」（
イ
ア
コ
ブ
はJam

es

／ 

カ
ト
リ
ッ
ク
に
て
は
ヤ
コ
ブ
）
は
す
な
は
ち
聖
書
外
傳
の

一
な
る
が
、
正
敎
會
マ
リ
ヤ
信
仰
の
原
典
た
り
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
る
マ
リ
ヤ
の
傳
記
に
は
、
三
歲
に
し



て
神
殿
に
在
り
て
乙
女
た
る
の
聖
別
を
受
け
た
り
と
の
記
事
揭か

か

げ
ら
る
。
司
祭
長
ザ
カ
リ
ヤ
、
マ
リ
ヤ
を

祝
福
し
、
之
に
告
げ
て
曰
く
、「
神
、
汝
の
名
を
末
永
く
世
に
輝
か
せ
給
ひ
け
り
」
と
。
ザ
カ
リ
ヤ
は
マ

リ
ヤ
を
祭
壇
の
第
三
段
に
据
ゑ
、
茲こ

こ

に
於
て
、
神
、
マ
リ
ヤ
に
恩
寵
を
賜
は
る
。
マ
リ
ヤ
、
神
殿
に
逗

と
ど
ま

り

て
、
天
使
よ
り
靈
妙
の
食
物
を
受
け
て
育

は
ぐ
く

ま
れ
、
十
二
歲
に
至
る
ま
で
傅

か
し
づ

か
る
。
こ
の
時
に
及
び
て
、

天
使
、
ザ
カ
リ
ヤ
に
告
ぐ
る
に
、「
マ
リ
ヤ
を
イ
ス
ラ
エ
ル
な
る
鰥
夫

や

も

め

に
嫁
が
し
む
べ
し
。
い
づ
れ
の
男

子
な
り
や
は
後
に
示
さ
ん
」
と
。
こ
の
逸
話
に
よ
り
て
、
生
神
女
進
堂
祭
（P

resen
tatio

n
 o

f M
ary

）
の

數
多
の
讚
美
歌
の
テ
ー
マ
生
じ
、
か
つ
ま
た
進
堂
祭
の
「
イ
コ
ン
」
は
多
く
こ
の
場
面
を
描
寫
す
。
正
敎

會
に
て
は
、
イ
イ
ス
ス
十
字
架
に
付
け
ら
る
る
に
至
る
ま
で
の
基
督
敎
の
擴
大
に
マ
リ
ヤ
の
貢
獻
す
る
所

大
な
り
き
と
信
ず
。
正
敎
會
の
神
學
者
セ
ル
ゲ
イ
・
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
の
著
に
曰
く
、「
マ
リ
ヤ
は
使
徒
敎

會
の
中
核
な
り
。
目
に
見
え
ざ
る
も
實
在
す
る
中
核
な
り
」
と
。 

 

正
敎
會
の
傳
統
を
負
ふ
神
學
者
は
マ
リ
ヤ
論
マ
リ
ヤ
奉
獻
に
對
し
て
貢
獻
顯
著
な
る
も
の
あ
り
。
ヨ
ハ

ネ
・
ダ
マ
シ
ン
（Jo

h
n

 D
am

ascen
e

／c.6
5

0

～c.7
5

0

）
は
か
か
る
神
學
者
の
一
な
り
き
。
世
に
マ
リ
ヤ

に
か
か
は
る
著
述
多
し
と
い
へ
ど
も
、
マ
リ
ヤ
被
昇
天
も
し
く
は
生
神
女
就
寢
の
眞
實
を
解
き
起
し
た
る

の
條で

う

、
ま
た
マ
リ
ヤ
神
人
の
間
に
立
ち
給
ふ
仲
介
の
勞
を
述
ぶ
る
の
功
、
此
の
人
の
右
に
出
づ
る
者
な
か

ら
ん
。
マ
リ
ヤ
は
出
產
に
際
し
て
も
處
女
性
を
損
な
ふ
の
儀
な
か
り
き
。
か
か
る
女
性

に
よ
し
や
う

の
御
肉
體
、
死
す

と
い
へ
ど
も
腐
敗
を
免
れ
ず
し
て
あ
る
べ
し
や
。
ま
た
、
こ
の
人
、
創
造
主
の
孺

を
さ
な

か
り
し
砌

み
ぎ
り

に
之
を
胎

內
に
孚

は
ぐ
く

み
た
ま
ふ
。
か
か
る
女
性

に
よ
し
や
う

、
昇
天
の
後
も
天
津

あ

ま

つ

御
空

み

そ

ら

の
高
樓

た
か
ど
の

に
住
ま
ひ
た
ま
は
で
あ
る
べ
し

や
。 

 

我
儕ら

此
の
人
よ
り
命
の
果
實
を
收
穫
せ
り
。
我
儕
此
の
人
に
よ
り
て
不
死
の
種
子
を
育そ

だ

つ
る
を
得
た

り
。
此
の
人
我
儕
が
爲
に
神
人
の
間
に
立
ち
給
へ
り
。
此
の
人
の
中
に
在
り
て
、
神
は
人
と
爲
り
、
人
は

神
と
な
れ
り
。 

 

近
時
、
セ
ル
ゲ
イ
・
ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
は
、
正
敎
徒
の
マ
リ
ヤ
を
思
慕
す
る
の
條
、
左
の
如
く
に
縷
述

る
じ
ゆ
つ

す

る
あ
り
。 

 



 
マ
リ
ヤ
は
惟た

だ

に
信
仰
の
仲
立
ち
た
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
ハ
リ
ス
ト
ス
受
肉
の
前
提
な
り
き
。
神
の
子

の
人
性
は
一
重
に
マ
リ
ヤ
に
由
來
す
。
人
の
人
た
る
所
以
を
破
り
た
る
機
械
的
經
緯
を
強し

ひ
た
ら
ま
し
か

ば
、
ハ
リ
ス
ト
ス
も
受
肉
す
る
を
得
ず
し
て
あ
ら
ま
し
。
か
か
る
人
性
、
自
ら
聲
を
擧
げ
ず
ん
ば
事
成
り

難
し
。
實げ

に
、
人
の
う
ち
に
て
無
二
の
淨き

よ

き
者
の
口
を
藉か

り
て
ぞ
宣

の
た
ま

ひ
け
る
。
曰
く
、「
主し

ゆ

の

婢
は
し
た
め

を
見

給
へ
か
し
。
君
の
仰
せ
ら
る
る
が
如
く
に
我
が
身
に
爲
ら
ん
こ
と
を
」
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
令
和
三
年
七
月
十
五
日
受
附
） 

 


